
（２）年齢（10歳階級）別人口及び性比（表３）

　　  人口の年齢構成を10歳階級別にみると、40歳代（1,105,722人　15.2%）が最も多く、

    次いで60歳代（1,065,197人　14.6%）、30歳代（1,058,327人　14.5%）と続いている。

      前年に比べて、10歳未満、10歳代、20歳代、30歳代、50歳代及び60歳代は減少したが、

　　その他の年代は増加した。

　　  また、人口性比（女子100人に対する男子の数：男子人口／女子人口×100）は、100.7

　  である。これを10歳階級別にみると、50歳代までは男子の比率が高いが、60歳代以上では

　  年齢階級が高くなるにつれて女子の比率が高くなっている。

 表３  年齢（10歳階級）別人口及び性比

年齢階級 総 数(人) 構成比(%) 対前年比(%) 男 女 性比

総　数 7,275,830 100.0 0.1 3,650,958 3,624,872 100.7

 0～ 9歳 621,725 8.5 -1.0 318,782 302,943 105.2

10～19歳 685,755 9.4 -0.2 351,344 334,411 105.1

20～29歳 797,462 11.0 -2.3 411,245 386,217 106.5

30～39歳 1,058,327 14.5 -3.6 551,557 506,770 108.8

40～49歳 1,105,722 15.2 3.5 577,873 527,849 109.5

50～59歳 859,935 11.8 -1.7 440,001 419,934 104.8

60～69歳 1,065,197 14.6 -0.8 522,527 542,670 96.3

70～79歳 735,205 10.1 5.2 352,707 382,498 92.2

80～89歳 291,801 4.0 6.4 112,942 178,859 63.1

90～99歳 53,048 0.7 4.8 11,769 41,279 28.5

100歳以上 1,653 0.0 5.0 211 1,442 14.6

 図２  年齢（10歳階級）別人口の比率
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